












































































































表 1 走 行実 験 貨物 の動 きと同行 調査 日程
200 7年 12 月 18 日 2007 年 12 月 19 日 2 007 年 12 月 20 日 2 00 7年 12 月 21 日
ベ トナ ムホ I チ ミ ホ ーチ ミンか らダ ラオパ オ か ら国境 ムク ダハ ン～バ ン
ンビエ ンホ ア工場 ナ ン国際空 港 , ダ 通 過 し, ラオ ス側 コクへ . 64 0k m l 0
団地 内の富 士 通 コ ナ ン工 業 団地 , ダ 国 境の デ ンサ ワ ン 時 間の走 行 ●バ ン
ンビュ ー タプ ロダ ナ ン港 視察 ■ ダナ ヘ ● デ ンサ ワン～ コク～ レムチ ヤバ
ク ト社 工 場 積 込 ンか ら ドンハ を通 サ ワナケ ツ ト一 夕 ン港 130k m
み , ドンハ へ 過 し ラオパ オ へ ■
24 0km














































































































































































































































h仕p://www.adb. org/D ocuments/Books/AD O/2009/southeast-asia.pdf
2)外務省のプレスリリースより
h仕p://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/hl9/ 12/ 1 17680し8 18.html
2007年11月1日　日本産済新聞朝刊
イ1)この点に関しては,国土交通省のプレス発表を参照のこと.
h仕p: //www.mlit.go.jp/kisha/kishaO7/ 15/ 1 5 1018_.html
5)国際協力銀行『ベトナムの投資環境』 2008年168-172頁.
6)上掲書182-183頁.
7)走行実験の結果概要は,筆者が参加した本走行実験の結果報告書である,財
団法人貿易研修センター編『メコン地域陸路実用化走行試験動向調査報告書』
2008年による.
8)現実には,ラオスの車両安全基準の車両ではタイで走行が認められていない
ことや,ハンドルの問題で相互通行もほとんどない.
9)この点に関しては,現在,ラオスではコンテナ積み替えからシャーシー共有
方式に移行することが協議中であるといわれる. (大出-暗｢インドネシア/
100
ラオスを巡るクロスボーダー輸送について｣ 2009年7月, JIFFANEWS,第
161号, SO責)
10)現在,クロズーダー輸送を簡素化するために,簡便な国境通関(シングルウ
インドウ),車両の交換が必要なく一台の車両によりスルーのドア･ツウ･ド
ア輸送(シングルストソプ)を計画している.従来,ラオス本税関で行われ
ていた通関が国境税関で行えるようにはなっているが,国境をはさんでの2
回の通関は行われており,簡素化の取り組みは途上にある. (社団法人日本イ
ンターナショナルフレート　フォワーダー協会編『アセアン物流事情その1タ
イの国内･クロスボーダー輸送』 2007年6月68頁)
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